
 

鋼床版の疲労 

 

鋼床版は軽量であること、現場作業が少ないことなどから、長大橋や都市内高速道路

などに多く採用されてきました。最近、多くの鋼床版に疲労損傷が発生が目立つよう

になってきました。鋼床版は 12 ㎜程度のデッキプレートを 6 ㎜程度のトラフリブや

バルブリブで補剛した構造体です。デッキプレートの上に載る輪荷重を直接支えるた

め、デッキプレート、縦リブ、横リブなどは 3 次元的な変形をすることになります。

その結果が様々なモードの疲労亀裂の発生につながります。 

三木らは、鋼床版の疲労損傷の状況、疲労の原因究明、補修と補強の方法、東京ゲー

トブリッジで採用された新しい鋼床版構造、疲労フリーの鋼床版などを研究してきま

した。 
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